



























































































































(薬師寺 2012 156頁)。社会党所属議員からの首相選出は 1947年の片山
哲以来2人目， じつに 47年ぶりのことであった。 1917年ーの片山哲の首棺就
任は，総選挙の結巣，社会党が比較第1党の位置を得たことによるものであっ
た。それに対して，村山が指名された 1994年6月時点で社会党は自民党に
次ぐ第2党であり， しかも社会党の議席数は自民党のおよそ 3分の l程度に
すぎなかった。衆議院で社会党の 3倍の議席をもっ自民党が首相の座をあえ

















































































































































































































全体の 60%近くを占め，参議院では 163議席で全体の約 65%を占めた。参
議院で 160以上の議席を与党が占めたことは， 55年体制発足後は例がなかっ
た。また，自民党と社会党は長い間，国対政治なと、水面下ではかなり連絡を



























(309 ) 59 
政経論叢第84巻第3・4号
は出ず，他党との折衝はすべて国会のなかでやった。わかりやすい政治でな























60 (310 ) 
村山政権を娠り返る
ね」と述べている(村山 1998 111頁)。
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党は 1994年 11月頃から新党に向けた党内の動きが活発化し， 1996年 1月
に解党大会及び新党結成大会を開こうとする動きが存在した。それに対して
村山は，中身は何も変わらないのに，看板だけかえるのは意味がないとして











ち， これは残るわな。心の中にどうしてもね」と述べている(村山 1998 
198頁)。自民党との連立という選択は， 80年代の新自由クラブの事例をみ




















































































梶山静六(1994)rわがザンゲ緑Jr文義春秋J1994 {r 1 月号所収，文義春秋。
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